
低高抵抗率測定システム 
【株式会社三菱アナリテック】  

【ロレスタ MCP-T610・ハイレスタ MCP-HT800】 

【設備の特徴】 
 
・本装置は、低抵抗測定と高抵抗測定の抵抗測定が可能な測定システムです。 
 
・低抵抗測定は導電性プラスチックや薄膜等の各種材料の抵抗率の測定が可能で、 
 高抵抗測定はプラスチックの中でも帯電防止域、絶縁抵抗域の測定が可能です。 

【設備の仕様概要、技術内容】 
 
■仕様概要  
・低抵抗測定 
  測定域   ：10-3～107Ω 
  測定方式：4端子4探針法 
         定電流印加方式 
  ※JIS K7194に準拠 
 
・高抵抗測定 
  測定域   ： 103～1014Ω 
  測定方式：二重リング電極法 
  印加電圧：1～1000V 
  ※JIS K6911に準拠 
 
■主な特徴  

・各種導電性材料、帯電防止材料、絶縁材料の表面抵抗率、体積抵抗率の測定が
可能です。 
 
■効果が期待される利用分野 
 低抵抗測定                  高抵抗測定 
 ・導電性プラスチック             ・プラスチック（帯電防止、絶縁） 
 ・導電性セラミック                ・フィルム 
 ・導電性フィルム                ・セラミック 
 ・静電気対策材料               ・建材、床材 
 ・導電性塗料、ペースト             ・梱包材料 
 ・ITO金属蒸着膜                ・塗料 
 ・電磁波シールド材料            ・繊維 等 
   



【応用事例】 
■効果的な利活用の例 

【お問い合わせ先】  
  秋田県産業技術センター 

  素形材プロセス開発部 複合材料グループ  野辺 理恵   
  TEL：018-862-3414 ／ FAX：018-865-3949 

  〒010-1623 秋田県秋田市新屋町字砂奴寄4-11 ／ http://www.rdc.pref.akita.jp/ 

【設備の利用について】 
  
   詳細については当センターにご相談ください。 

 

体積抵抗率と表面抵抗率を測定できます 


